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【
児
童
施
設
間
交
流

】

　
児
童
養
護
施
設
は
大
阪

府
下
だ
け
で
約
四
〇
も
の

施
設
が
存
在
し
ま
す

。
そ

う
し
た
施
設
同
士
の
交
流

も
定
期
的
に
行

っ
て
お

り

、
野
球
大
会
・
フ

ッ
ト

サ
ル
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が

あ
り
ま
す

。

【
勤
労
感
謝
の
日

　
　
清
掃
奉
仕
活
動

】

　
生
駒
学
園
で
は
毎
年

、

勤
労
感
謝
の
日
に
お
世
話

に
な

っ
て
い
る
地
域
へ
の

恩
返
し
と
し
て

、
清
掃
活

動
を
行

っ
て
お
り
ま
す

。

地
域
の
音
川
・
石
切
神

社
・
中
石
切
公
園
な
ど
に

分
か
れ
奉
仕
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す

。
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自治会行事 日課発表 

園内行事 

生駒学園では四季感じ取れる行事や季節の食事を提供する

と共に、子ども達の安全の為、日頃から避難訓練、災害訓練

を実施しております。 

 

 

【
楠
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

 
 
ク
ラ
ブ
訪
問
行
事
】
 

 
 

 
毎
年
、
当
園
へ
訪
問
し

て
頂
き
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
お
餅
つ
き
大
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
恒
例

行
事
と
な
っ
て
お
り
、
子

ど
も
達
は
一
生
懸
命
お
餅

作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
 

 
【
Ｍ
Ｃ
Ｆ
&
Ｂ
Ｂ
Ｓ
 

 
 
 
 
 
招
待
行
事
】
 

 
 

 
今
年
は
Ｍ
Ｃ
Ｆ
・
Ｂ
Ｂ

Ｓ
合
同
で
の
招
待
行
事
を

開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

 
子
ど
も
た
ち
を
京
都
は

比
叡
山
へ
招
待
し
い
た
だ

き
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

片
手
に
紅
葉
を
散
策
す
る

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
関
西
・
子
ど
も
・
夢
チ
ャ
 

 
リ
テ
ィ
ー
 
招
待
行
事
】
 

  
施
設
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
の
夢
を
応
援
す
る
団
体

で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
ジ
ャ
パ
ン
へ
招
待
し
て

頂
き
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

 
【
東
ロ
ー
タ
リ
ー
 

 
 
ク
ラ
ブ
招
待
行
事
】
 
 

  
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
招

待
行
事
を
開
催
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
 

 
今
年
は
ブ
ル
ー
メ
の
丘

へ
招
待
し
て
い
た
だ
き
、

Ｒ
Ｃ
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 
 
ご
あ
い
さ
つ
 

 
 
 
 
 
施
設
長
 
竹
田
 
功
 

  
平
素
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
 

 
三
月
は
別
れ
の
季
節
で
す
。
今
年

も
七
人
の
高
校
生
が
、
各
々
の
進
路

も
決
ま
り
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

乳
児
院
か
ら
の
措
置
変
更
で
二
歳

か
ら
十
六
年
間
の
長
き
に
亘
っ
て

施
設
生
活
を
送
っ
て
き
た
子
ど
も

が
い
ま
す
。
「
大
き
く
な
っ
た
な
」
と

逞
し
さ
を
感
じ
る
反
面
、
こ
れ
ま
で

施
設
で
の
生
活
し
か
経
験
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
、
社
会
に
出
て
い
く

に
あ
た
り
、
不
安
も
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
職
場
の
皆
さ
ん
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
可
愛
が
ら
れ
ま
す
よ
う
に

と
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
子

ど
も
が
い
て
、
二
人
が
施
設
か
ら
の

進
学
と
な
り
ま
す
。
最
近
は
子
ど
も

の
貧
困
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
て
、
子
ど
も
の
将
来
が
親

の
収
入
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

施
設
に
於
い
て
も
高
校
卒
業
後
に

進
学
す
る
入
所
児
童
は
、
全
国
平
均

で
二
十
％
程
度
で
一
般
家
庭
と
比

較
す
る
と
か
な
り
の
低
い
割
合
で

留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
進

学
す
る
場
合
は
入
学
金
や
授
業
料

の
支
払
い
な
ど
、
経
済
的
な
問
題
で

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
国
の
制
度
や
、
各
種
団

体
・
企
業
か
ら
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
が
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
、
更
な

る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
頂
き
、
施

設
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 



学
園
だ
よ
り
第
⑪
号
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か

。

　
生
駒
学
園
は
地
域
の

方
々
の
ご
理
解

、
多
く
の

企
業
や
団
体
様
か
ら
の
ご

寄
付
・
ご
寄
贈
に
よ
り
成

り
立

っ
て
お
り
ま
す

。
皆

様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根

付
い
た
施
設
で
あ
り
た
い

と
願

っ
て
お
り
ま
す

。

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す

。

　　
　
　
児
童
指
導
員

　
　
　
　
　
　
辻
　
本

【
㈱
ベ
ネ
シ
ー

ド

　
　
訪
問
行
事

】

㈱
ベ
ネ
シ
ー

ド
に
よ
る

訪
問
行
事

。
多
く
の
ス

タ

ッ
フ
の
方
に
訪
問
し

て
頂
き

、
児
童
養
護
施

設
で
育
つ
子
ど
も
理
解

と

、
子
ど
も
と
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す

。

 

「苦情申し出窓口」の設置について 

 社会福祉法第82条の規定により、本法人では、利用者からの苦情に適切に対応する体制を整

えることといたしました。本法人における苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員を下

記により設置し、苦情解決に努めることと致しましたので、お知らせいたします。 

記 

 1．苦情解決責任者  竹田 功（生駒学園 園長） 

 2．苦情受付担当者  小田 秀治（主任児童指導員）  橋口 孝子（主任保育士） 

 3．第三者委員     山内 稔（大阪国際大学短期大学部 教授） 

                            石田 肇（生駒学院 監事）   

                家常 恵（生駒学院 監事） 

 4．苦情解決の方法 

（1）苦情の受付  

   苦情は面接・電話・書面などにより苦情受付担当者が随時受付けます。 

   なお、第三者委員に直接苦情を申し出ることもできます。 

（2）苦情受付けの報告・確認 

   苦情受付担当者が受け付けた苦情を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三 

      者委員への報告を拒否した場合を除く）に報告いたします。第三者委員は内容を確認し、 

      苦情申出人に対して、報告を受けた旨を通知します。 

（3）苦情解決のための話し合い 

    苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、苦情 

      申出人は、第三者委員の立会いを求めることができます。なお、第三者委員の立会いに 

      よる話し合いは、次により行います。 

     ア．第三者委員による苦情内容の確認 

    イ．第三者委員による解決案の調整、助言 

    ウ．話し合いの結果や改善事項等の確認 

（4）大阪府の「運営適正化委員会」の紹介 

   本事業所で解決できない苦情は、大阪府社会福祉協議会に設置された運営適正化 

   委員会に申し出ることができます。 

平成28年度 苦情11件 

Ⅰ．子ども同士のトラブル（6件） 

①他児との関係不良 

②ちょっかいかけによるトラブル  

 近年、集団生活を行う児童において、「助け合い」

「寄り添う」といったことが苦手な児童が増加している。

自分の思いやルール、解釈が優先され、他児とトラブ

ルになるケースがある。自分の行動と他児とを比べ、

損得勘定だけで動いてしまい、相手に不快な気持ち

を与えてしまうことに気付けない。また、感情のコント

ロールが苦手な児童も多く、他児へのちょっかいかけ

によるトラブルも増えている。 

Ⅱ．子どもと職員間トラブル（5件） 

①職員からの指導への不満 

②施設ルールへの不満 

③家庭に対する思い 

 職員からの指導に対して、「大人やからってえらそう

にするな」と反抗的な態度をみせる児童が増えてきて

いる。虐待による大人への不信・一般常識の不足・基

本理解が難しく、自分ルールが優先され,都合が悪い

と「納得できない」「意味が分からない」と周囲の責任

にする傾向にある。そうしたことから指導に対する不

満として意見があがってくることがある。 

 施設内に意見箱を設置し、常に子どもたちの声が聞

こえる環境整備を目指している。子どもはその場の思

いや感情だけが先走り、意見箱へ投書することがあり、

事後になると「もういいねん」とクールダウンできている。

児童によっては自分の思いが通らず、開き直る子もい

るが、自分たちの意見を出せるようになってきている。 

ご寄付・ご寄贈 一覧 

（
編
集
後
記
）
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
 

 
 
 
 
 
 
配
分
金
事
業
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
に
 

よ
り
、
配
分
金
が
決
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
に
 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
住
民
・
 

寄
付
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
 

い
た
し
ま
す
。
 

配
分
金
は
、
新
入
学
児
通
学
 

自
転
車
及
び
学
用
品
購
入
の
 

事
業
に
有
効
適
正
に
活
用
い
 

た
し
ま
す
。
 


